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２．調査結果 

 

２－１．一般住民アンケートの結果 

 

（１）回答者属性 

 回答者の性別をみると、やや女性が多いが、男女ほぼ半数ずつであった。 

 回答者の年齢構成は、60 代以上が半数以上を占めている。 

 回答者の職業をみると、40 代までは「会社員」が半数以上を占めているが、50～60 代になると

「無職」が２割強と多くなり、70 代以上は「無職」が８割近くを占めている。 

 各世代とも、配偶者や子供がいると回答した人が半数以上を占めている。 

 

 

 

男性

46.3%

女性

49.8%

無回答

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q1 性別

20代未満; 1.1%

20代

5.5%

30代

8.8%

40代

12.7%

50代

17.0%

60代

21.1%

70代

18.2%

80代以上

13.6%

無回答

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q2 年齢

農林漁業; 2.4%

4.1%

4.1%

自営業; 3.9%

8.3%

4.0%

会社員; 53.6%

31.1%

0.9%

公務員

10.1%

3.4%

0.0%

3.6%

2.7%

0.1%

学生; 2.2%

0.0%

0.0%

4.3%

10.0%

5.7%

9.6%

11.4%

1.3%

3.1%

22.5%

無職; 76.7%

その他

5.5%

4.5%

2.1%

無回答

1.7%

2.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q3 職業
専業主婦

団体職員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ

無職

配偶者がいる; 59.9%

74.6%

56.0%

配偶者はいない; 38.0%

21.7%

32.8%

無回答

2.1%

3.7%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q4_1 配偶者の有無

子供がいる; 57.8%

70.7%

50.3%

子供はいない; 42.1%

29.3%

49.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q4_2 子供の有無
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 回答者の家族構成をみると、40 代までの比較的若い世代では、「二世代同居」が約半数を占め、「三

世代同居」も２割程度みられるが、年齢層が高くなるほど「一人暮らし」及び「夫婦のみ」の割

合が大きくなり、70 代以上では５割近くが「一人暮らし」又は「夫婦のみ」世帯である。 

 現在の住まいについて、小学校区単位でみると「小国小学校区」が約６割と大部分を占めており、

旧町村単位では、旧北小国村が２割弱、旧南小国村及び旧津川村が各 5～7％程度となっている。 

 回答者の約７割は小国町に「20 年以上」住んでおり、また 36.6％が転居経験はないとしているが、

町内で転居した経験がある人も 35.1％みられた。 

 

 

 

 

  

5.1%

8.4%

12.1%

夫婦のみ

11.8%

26.0%

32.4%

二世代同居

48.5%

41.1%

32.6%

三世代同居

21.3%

13.9%

11.3%

その他

7.8%

6.5%

4.7%

無回答

5.6%

4.2%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q5_1 家族構成
一人暮らし

9.4%
全員75歳以上

7.8%

その他

46.3%

無回答

36.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q5_2 家族の年代
全員65歳以上

旧北部小

7.8%

旧沖庭小

9.8%

小国小

58.4%

旧玉川小; 3.6%

旧小玉川小; 1.6% 旧伊佐領小; 3.0%

叶水小; 3.5%

旧白沼小; 3.6%

無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6 現在地（小学校区）

5.1%

5年未満

3.1%

6.3%
20年未満

11.4%

20年以上

69.5%

無回答

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6-1 居住年数

3年未満 10年未満

転居なし

36.6%

町内で転居

35.1%
13.1% 9.3%

無回答

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6-2 転居履歴
町外から移住町外からUターン

旧北小国村

17.6%

旧小国町

61.3%
5.2%

旧津川村

7.0%

無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6 現在地（旧町村） 旧南小国村
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（２）小国町の魅力・イメージ 

Q7 あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町の良いところとしては、男女とも「豊かな森林と水資源に恵まれている」が第１位に、「四季折々

に美しい景観に恵まれている」が第２位に、「大気汚染や水質汚染など公害が少ない」が第３位に

挙げられており、小国町が有する豊かでかつ良質な自然環境について高く評価されていることが

うかがえる。 

 上位３項目以外では、男女でやや差がみられる項目もみられる。「人情にあふれ人と人の温かいつ

ながりがある」点や、「自然の中でのびのび子育てができる」点については、男性よりも女性の方

が高い割合となっている。 

 一方、全体での割合自体は低いものの、「自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる」

点や「住宅や土地が安く手に入る」点などについては、男性の方が女性よりやや高い割合となっ

ている。 

 

 

  

73.9%

31.8%

3.3%

8.6%

7.4%

20.0%

18.1%

14.2%

42.4%

12.9%

57.0%

12.3%

7.9%

3.0%

10.6%

2.9%

5.8%

68.9%

37.4%

2.7%

3.7%

5.3%

22.8%

25.8%

16.0%

41.5%

14.1%

62.8%

13.3%

6.8%

2.0%

6.7%

2.0%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ 男性(N=2211) 女性(N=2382)
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Q7 あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町の良いところについて世代別で比較すると、自然の豊かさ（①豊かな森林と水資源に恵まれて

いる、⑨大気汚染や水質汚染など公害が少ない、⑪四季折々に美しい景観に恵まれている）や、

人々の温かいつながり（②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある）については、特に高齢

世代の方が高く評価している。 

 また、高齢世代では、若い世代と比べると、「⑥農作業などで土に触れあえる」点や「⑩都会では

できない仕事や生活ができる」点、「⑬農業などで年をとっても暮らしていける」点など、農業を

中心とした生活についてプラスに評価する人が多いことが分かる。 

 一方、「自然の中でのびのび子育てができる」点や「⑮自然の中で色々な遊びやレクリエーション

ができる」点などは、40 代までの若い世代で比較的高く評価されている。 

 

 

 

 

69.0%

29.3%

1.9%

6.4%

6.3%

13.8%

32.1%

16.6%

30.3%

8.3%

51.8%

8.7%

2.5%

2.3%

10.5%

3.6%

5.1%

71.8%

31.5%

2.3%

6.4%

5.6%

21.5%

20.4%

14.7%

43.6%

12.8%

66.3%

12.5%

6.1%

2.3%

9.1%

2.3%

4.2%

72.6%

43.0%

5.1%

5.1%

7.1%

28.2%

14.5%

13.4%

50.1%

19.1%

58.9%

16.5%

13.2%

3.2%

6.4%

1.8%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q８ あなたは、小国町にどんなマイナスイメージをお持ちですか。（○は３つまで） 

 町のマイナスイメージとしては、男女とも約６割超が「⑩雪が多い」と「⑤働く場が少ない」の

２点を挙げており、これらに次いで「③活気がない」点が４割近くとなっている。 

 「⑤働く場が少ない」は特に 60 代までの現役世代で高い割合である一方、「⑩雪が多い」は年代

が上がるにつれて割合が高くなっている。 

 

 

 
 

28.0%

18.3%

39.9%

12.2%

59.3%

8.5%

11.4%

9.6%

14.8%

60.9%

4.1%

5.7%

7.0%

3.4%

2.8%

25.4%

15.2%

38.1%

13.0%

60.5%

7.0%

7.8%

6.1%

12.2%

67.5%

6.6%

9.2%

8.5%

2.8%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①田舎である

②都市的機能が尐ない

③活気がない

④鳥獣被害が多い

⑤働く場が尐ない

⑥人のつながりが尐なくなっている

⑦生活基盤の整備が遅れている

⑧産業振興や地域活性化に活かせる資源が尐ない

⑨地域づくりの人材が尐ない

⑩雪が多い

⑪芸術に触れる機会が尐ない

⑫人間関係が濃密で面倒

⑬集落や地域の慣習やしきたりに縛られる

⑭その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ 男性(N=2211) 女性(N=2382)

34.8%

28.4%

35.1%

5.3%

59.6%

3.5%

11.2%

7.1%

10.4%

54.0%

5.5%

13.5%

12.5%

5.3%

2.2%

23.6%

13.8%

44.7%

12.7%

67.6%

8.0%

9.7%

9.0%

14.4%

64.7%

6.1%

6.4%

7.0%

2.6%

1.1%

23.8%

9.3%

35.7%

18.9%

50.3%

11.3%

7.6%

7.0%

14.5%

73.6%

4.2%

3.1%

4.3%

1.5%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80%

①田舎である

②都市的機能が尐ない

③活気がない

④鳥獣被害が多い

⑤働く場が尐ない

⑥人のつながりが尐なくなっている

⑦生活基盤の整備が遅れている

⑧産業振興や地域活性化に活かせる資源が尐ない

⑨地域づくりの人材が尐ない

⑩雪が多い

⑪芸術に触れる機会が尐ない

⑫人間関係が濃密で面倒

⑬集落や地域の慣習やしきたりに縛られる

⑭その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ

～40代(N=1343)

50～60代(N=1817)

70代～(N=1520)
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Q９ あなたは、小国町に愛着を感じますか。（○は１つ） 

 男女とも約２割が「とても愛着を感じる」としており、「やや愛着を感じる」と合わせると、約

65％が町に愛着があると回答している。 

 「全く愛着は感じない」は、男女とも 5％前後（男性 6.2％、女性 4.9％）である。 

 世代別でみると、高齢世代になるほど「とても愛着を感じる」の割合が高くなり、70 代以上では

約３割が町に「とても愛着を感じる」としている。 

 40 代までの比較的若い世代でも、６割以上が愛着を感じる（「とても愛着を感じる」＋「やや愛

着を感じる」）としているが、愛着は感じない（「あまり愛着は感じない」＋「全く愛着を感じな

い」）という人も４割近くと、50 代以上と比べると愛着が薄い人の割合がやや高くなっている。 

 

 

 

 

 町への愛着について転居履歴とのクロスでみると、転居経験がない人が最も町に愛着を感じてお

り、町内で転居した人、町外から U ターンした人、町外から移住した人の順に愛着を感じる割合

が低くなる（逆に愛着を感じないという割合が高くなる）傾向が見て取れる。 

 

 
  

とても愛着を感じる

20.5%

20.6%

やや愛着を感じる

44.2%

45.5%

あまり愛着は感じない

26.1%

25.1%

6.2%

4.9%

無回答

3.0%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=2211)

女性(N=2382)

Q9 町への愛着 全く愛着は感じない

とても愛着を感じる
15.4%

17.8%

28.7%

やや愛着を感じる
46.2%

46.6%

40.9%

あまり愛着は感じない
27.8%

28.3%

20.5%

8.3%

5.4%

3.4%

無回答
2.3%

1.9%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代
(N=1343)

50～60代
(N=1817)

70代～
(N=1520)

Q9 町への愛着

全く愛着は
感じない

とても愛着を感じる

23.9%

20.0%

18.9%

14.4%

やや愛着を感じる

44.0%

46.8%

44.4%

42.6%

あまり愛着は感じない

23.2%

25.8%

29.2%

30.2%

4.5%

5.2%

6.3%

9.9%

無回答

4.3%

2.1%

1.3%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし(N=1751)

町内で転居(N=1679)

町外からUターン(N=624)

町外から移住(N=444)

Q9 町への愛着×Q6-2 転居履歴 全く愛着は感じない
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（３）日常生活の状況 

Q１０ 小国町の生活環境について、あなたの満足度を教えてください。（○はそれぞれ１つ） 

 日常生活を送る上で、生活環境にどの程度満足しているか項目ごとに５段階で評価してもらった

ところ、道路や上下水道の整備状況、通信環境、除雪等の冬期交通体制などについては比較的満

足度が高くなっている。 

 一方、医療・福祉体制や買い物環境、娯楽施設の整備状況、公共交通等については、満足度が低

く、特に「身近に購入できる買い物の便利さ」については「やや不満」と「とても不満」を合わ

せると半数以上が不満としている。 

 

 

  

4%

11%

10%

4%
3%

3%

3%

6%
3%

2%

2%

2%

4%
1%

1%

1%

3%

2%

3%

2%

10%

40%

43%

42%

32%

25%

22%

22%

31%

21%

15%

21%

16%

34%

14%

7%

6%

24%

18%

25%

21%

38%

22%

24%

25%

37%

28%

30%

47%

31%

34%

37%

45%

30%

32%

23%

34%

41%

47%

51%

43%

51%

20%

16%

6%

9%

10%

23%

20%

11%

10%

14%

20%

10%

23%

11%

29%

25%

22%

8%

11%

12%

10%

16%

8%

5%

5%

4%

12%

15%

4%

5%

9%

8%

4%

17%

5%

22%

20%

15%

3%

3%

4%

3%

9%

9%

11%

10%

12%

10%

11%

14%

17%

18%

18%

18%

12%

16%

10%

14%

15%

15%

15%

12%

14%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状況

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全や継承

洪水や土砂災害など災害に対する安全性

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感

Q10 生活環境の満足度(N=4779）

大変満足 まあ満足 どちらともいえない
やや

不満

とても

不満 無回答
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Q１０ 小国町の生活環境について、あなたの満足度を教えてください。（○はそれぞれ１つ） 

 世代別に生活環境の満足度を比較すると、上下水道の整備状況や除雪等の冬期交通体制について

は、いずれの世代も５割前後が満足としている。また、道路の整備状況については、50 代以上は

５割近くが満足としているのに対して、40 代までの比較的若い世代ではやや満足度が低い。 

 医療・福祉体制や公共交通の利便性については年代により評価が大きく分かれた。具体的にみる

と、「医療・保健・福祉施設の整備状況」や「休日や夜間等の救急医療体制」について、70 代以

上は４割近くが満足としており、不満とした人の割合よりも高くなっているのに対し、40 代まで

の比較的若い世代では、満足は１～２割程度であり、５割前後が不満としている。同様に、「鉄道・

バス等の公共交通の利便性」について、70 代以上は満足が３割近くと不満より高いのに対して、

40 代までの世代では満足は１割に満たず、５割以上が不満としている。 

 「身近に購入できる買い物の便利さ」や「日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状況」、「保育環

境や子供の遊び場の充実度」などについても、若い世代の方がより不満を強く感じている。 

 

 

 

28.5%

10.6%

12.2%

15.3%

46.1%

51.7%

16.6%

20.0%

31.3%

39.5%

18.8%

52.3%

27.6%

67.5%

60.8%

39.6%

8.1%

11.0%

14.4%

11.4%

26.3%

27.4%

15.5%

17.4%

15.7%

40.5%

38.7%

17.7%

16.5%

26.4%

30.4%

14.0%

43.5%

13.8%

56.4%

51.1%

45.5%

15.3%

17.9%

20.0%

15.1%

26.8%

16.9%

6.7%

10.9%

11.6%

18.9%

16.3%

10.5%

8.9%

14.1%

15.7%

8.8%

26.4%

7.2%

31.6%

25.1%

24.9%

9.7%

12.8%

13.5%

11.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の…

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全…

洪水や土砂災害など災害に対する安…

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感

「やや不満」+「とても不満」

～40代(N=1343)

50～60代(N=1817)

70代～(N=1520)

38.9%

50.9%

48.0%

33.7%

19.8%

11.5%

16.0%

40.2%

24.3%

17.1%

27.3%

9.7%

37.8%

10.0%

5.2%

7.2%

35.3%

24.1%

27.3%

24.3%

47.1%

46.2%

54.0%

52.1%

37.5%

24.4%

22.7%

25.9%

36.8%

23.0%

16.6%

23.4%

15.0%

44.5%

12.3%

5.7%

5.2%

25.7%

16.8%

28.1%

21.7%

49.0%

47.0%

57.2%

55.7%

38.6%

37.4%

37.4%

30.9%

35.6%

27.0%

16.9%

19.5%

28.2%

28.3%

24.1%

10.0%

8.4%

20.9%

18.2%

29.1%

21.7%

47.7%

0%10%20%30%40%50%60%70%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状

況

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全や継

承

洪水や土砂災害など災害に対する安全性

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感

「大変満足」+「まあ満足」

～40代(N=1343)

50～60代(N=1817)

70代～(N=1520)

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状況

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全や継承

洪水や土砂災害など災害に対する安全性

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感
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Q１１ あなたが、普段の生活で困っていることは何ですか。（○は５つまで） 

 ふだんの生活で困っていることについてみると、いずれの世代も「冬期の雪下ろしや雪かきが大

変」が５割以上と第１位に挙げられており、特に 50～60 代では 63.2％、70 代以上では 59.9％と、

高齢世代ほど冬期の雪処理に困っていることが分かる。 

 第２位に挙げられた項目は世代により差がみられる。40 歳までの比較的若い世代では、「近くに

商店やスーパーがなく買い物が不便」（36.9％）が、50～60 代では「若者の移住や U ターンが進

まない」（35.6％）が、70 代以上では「高齢化により集落活動や共同作業が困難」（36.8％）がそ

れぞれ第２位となっている。 

 また、医療体制や通勤・通学に関する不安・不便さは若い世代から、地域コミュニティの一体性

の低下や高齢者が集う場の少なさについては高齢世代からより多く指摘されている。 

 

 

36.9%

20.1%

19.1%

8.9%

13.4%

26.7%

4.6%

14.9%

4.7%

8.9%

31.9%

11.2%

7.6%

7.8%

3.0%

4.9%

52.9%

22.8%

7.8%

5.4%

6.1%

25.2%

15.4%

10.8%

9.1%

13.1%

18.6%

10.8%

31.4%

2.3%

12.2%

35.6%

15.7%

9.6%

4.5%

8.5%

18.7%

63.2%

11.8%

13.5%

3.0%

5.7%

30.7%

13.1%

8.1%

13.8%

21.1%

11.4%

15.8%

36.8%

1.0%

8.3%

28.9%

12.8%

10.6%

2.8%

17.1%

22.3%

59.9%

7.8%

8.9%

2.2%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80%

近くに商店やスーパーがなく買い物が不便

近くに医療や介護施設がなく不安

救急搬送や消防施設が遠く不安

役場や病院、商店等が離れているため不便

バスの便数が尐なく、車を運転できないと外出困難

町外への移動が不便で通勤・通学等も不便

住民が顔を合わせる機会が減り、一体感が薄れている

高齢化により集落活動や共同作業が困難

子育てや教育等で相談できる機会が尐ない

水道や水路、橋梁等、集落内施設の老朽化が進んでいる

若者の移住やUターンが進まない

若い世代が集落の活動や行事に参加しない

祭りや伝統行事等、地域文化の継承が困難

集落の慣習や近所づきあいになじめない

高齢者が集まって楽しめる場が尐ない

鳥獣により農作物等が被害を受けている

冬期の雪下ろしや雪かきが大変

子どもが尐なく遊ぶ場や交流機会が尐ない

芸術文化に触れる機会が尐ない

その他

無回答

Q11 ふだんの生活で困っていること ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１２ あなたの地区や集落で発生している問題はありますか。（○は５つまで） 

 居住地区・集落で発生している問題として指摘された事項をみると、いずれの世代でも「高齢化

が進んでいる」が突出して高いが、50 代以上の世代では７割前後と特に高くなっている。 

 50 代以上では、これに次いで「農作業への鳥獣被害が増えている」が第２位に挙げられているの

に対して、40 代までの比較的若い世代では「子どもが減少し子育てがしにくい」が 17.9％と２番

目に高い割合となっている。 

 

 

  

54.8%

6.9%

9.4%

4.3%

9.4%

2.5%

2.8%

17.9%

4.8%

6.0%

4.2%

12.7%

3.4%

2.5%

1.6%

2.3%

7.1%

10.3%

5.0%

3.6%

27.6%

70.9%

7.9%

12.8%

7.3%

14.6%

2.4%

5.7%

15.5%

3.8%

8.2%

5.2%

19.0%

12.9%

7.8%

2.0%

4.3%

21.5%

11.7%

6.7%

2.2%

16.2%

69.5%

8.0%

11.4%

9.8%

16.4%

3.7%

7.2%

10.9%

4.5%

16.1%

8.2%

22.2%

19.3%

10.9%

2.6%

4.9%

26.2%

9.7%

4.7%

1.4%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢化が進んでいる

集会場の維持や管理が困難

道路や水路の補修、管理が困難

枝打ち等の山林の管理が困難

後継者がなく催事や伝統行事の継承が困難

冠婚葬祭などの相互扶助ができない

災害時の相互扶助ができない

子どもが減尐し子育てがしにくい

地区の行事やイベントが開催できない

高齢者の見守りや声がけが減尐している

ごみの不法投棄が増えている

空き家や老朽家屋が増えて危険

耕作放棄が進み農地の荒廃が進んでいる

山林の管理ができず森林が荒廃している

神社やお寺、墓地の荒廃が進んでいる

自然や集落の景観が荒れている

農作物への鳥獣被害が増えている

若い世代が寄合や集落活動に参加しない

観光客等が農地や山林に入り荒らしていく

その他

無回答

Q12 居住地区・集落で発生している問題 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１２ あなたの地区や集落で発生している問題はありますか。（○は５つまで） 

 居住地区・集落で発生している問題を旧町村別に比較すると、「高齢化が進んでいる」は旧小国町

以外の旧３村エリアでは７割超の住民から問題として指摘されている。 

 「農作物への鳥獣被害が増えている」については、旧南小国村で 53.1％と半数以上から指摘され

ており、旧北小国村でも 35.6%と比較的高い割合となっている。 

 

 

 

74.1%

6.9%

15.5%

11.8%

19.1%

2.8%

5.2%

20.3%

4.5%

9.9%

6.3%

13.5%

25.9%

12.0%

1.6%

4.7%

35.6%

10.1%

8.0%

0.5%

62.6%

7.0%

9.6%

5.9%

11.7%

3.0%

5.4%

13.5%

4.0%

10.4%

5.5%

19.1%

9.0%

6.3%

2.2%

3.9%

13.4%

11.6%

4.0%

2.8%

77.5%

10.5%

20.5%

13.2%

20.9%

3.9%

5.4%

17.1%

4.7%

8.1%

4.3%

14.3%

22.9%

8.1%

2.3%

3.1%

53.1%

4.7%

14.3%

0.8%

74.9%

13.9%

18.1%

9.7%

19.8%

1.1%

4.7%

15.9%

7.2%

8.9%

9.2%

18.7%

15.9%

9.2%

1.9%

4.2%

23.7%

7.5%

11.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢化が進んでいる

集会場の維持や管理が困難

道路や水路の補修、管理が困難

枝打ち等の山林の管理が困難

後継者がなく催事や伝統行事の継承が困難

冠婚葬祭などの相互扶助ができない

災害時の相互扶助ができない

子どもが減尐し子育てがしにくい

地区の行事やイベントが開催できない

高齢者の見守りや声がけが減尐している

ごみの不法投棄が増えている

空き家や老朽家屋が増えて危険

耕作放棄が進み農地の荒廃が進んでいる

山林の管理ができず森林が荒廃している

神社やお寺、墓地の荒廃が進んでいる

自然や集落の景観が荒れている

農作物への鳥獣被害が増えている

若い世代が寄合や集落活動に参加しない

観光客等が農地や山林に入り荒らしていく

その他

Q12 居住地区・集落で発生している問題×Q6 現在地（旧町村）

旧北小国村(N=576)

旧小国町(N=3579)

旧南小国村(N=258)

旧津川村(N=359)
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Q１３ あなたご自身は、次の地域活動に参加していますか。（○はそれぞれ１つ） 

 冠婚葬祭における助け合いや集落道路・側溝・水路等の補修・草刈り、集落の行事や会合・集会

などは比較的多くの住民が参加しており、総じて男性の方が参加割合が高い。 

 

 

 

18%

32%

28%

29%

6%

10%

4%

17%

27%

25%

33%

6%

7%

4%
2%

15%

20%

21%

26%

12%

10%

5%

18%

30%

29%

26%

16%

17%

14%

7%

16%

13%

17%

14%

25%

20%

20%

16%

14%

16%

12%

28%

25%

27%

27%

14%

11%

11%

10%

24%

18%

23%

17%

9%

10%

9%

18%

19%

21%

23%

24%

11%

10%

8%

18%

26%

31%

18%

6%

6%

7%

16%

17%

18%

26%

14%

12%

13%

13%

15%

16%

17%

15%

14%

13%

13%

15%

15%

16%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農作業に関する共同作業や助け合い

集落道路の補修や草刈り等の共同作業

道路側溝や水路の補修、草刈等の維持管理

集落内の施設や道路の清掃、除雪、草刈

高齢世帯の雪下ろし等の助け合い

共有地などの山林の管理

鳥獣害対策などの共同作業や駆除

神社やお寺等、集落の共有財産の管理

集落の行事やイベントへの参加・協力

会合や寄合、集会などへの参加・協力

冠婚葬祭における助け合い

サークル活動や文化活動への参加・協力

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q13 地域活動への参加状況(男性,N=2211)
よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない

参加したこと

はない

身近にない・

知らない 無回答

7%

11%

8%

13%
1%

1%

1%

5%

16%

12%

20%

5%
2%

3%

1%

9%

13%

11%

19%

5%
2%

2%

11%

30%

25%

24%

14%

8%

9%

3%

19%

21%

21%

19%

20%

16%

14%

15%

16%

19%

15%

24%

24%

24%

21%

20%

26%

29%

22%

37%

32%

30%

28%

13%

17%

15%

23%

27%

26%

27%

26%

12%

11%

7%

17%

27%

30%

20%

6%

7%

7%

14%

17%

16%

26%

18%

19%

20%

19%

21%

22%

23%

22%

18%

20%

18%

20%

22%

21%

22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農作業に関する共同作業や助け合い

集落道路の補修や草刈り等の共同作業

道路側溝や水路の補修、草刈等の維持管理

集落内の施設や道路の清掃、除雪、草刈

高齢世帯の雪下ろし等の助け合い

共有地などの山林の管理

鳥獣害対策などの共同作業や駆除

神社やお寺等、集落の共有財産の管理

集落の行事やイベントへの参加・協力

会合や寄合、集会などへの参加・協力

冠婚葬祭における助け合い

サークル活動や文化活動への参加・協力

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q13 地域活動への参加状況(女性,N=2382)
よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない

参加したこと

はない

身近にない・

知らない 無回答
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Q１３ あなたご自身は、次の地域活動に参加していますか。（○はそれぞれ１つ） 

 それぞれの地域活動に対して参加している（「よく参加している」又は「時々参加している」）割

合を世代別で比較すると、多くの地域活動について 50～60 代が中心となって維持していること

が分かる。 

 集落の行事やイベントについては 40 代までの比較的若い世代も半数以上が参加している一方で、

冠婚葬祭については高齢世代を中心に行われており、70 代以上も４割強が参加している。 

 

 

  

14.5%

26.1%

22.0%

35.2%

7.9%

5.4%

2.5%

11.8%

51.3%

38.0%

33.8%

16.8%

13.6%

12.1%

5.4%

33.0%

49.6%

44.7%

56.1%

15.7%

17.9%

7.9%

34.0%

62.7%

56.9%

69.5%

25.0%

21.9%

17.7%

7.5%

21.4%

31.1%

28.6%

34.3%

10.7%

9.1%

6.1%

24.9%

37.1%

37.7%

44.3%

19.3%

13.9%

13.1%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80%

農作業に関する共同作業や助け合い

集落道路の補修や草刈り等の共同作業

道路側溝や水路の補修、草刈等の維持管理

集落内の施設や道路の清掃、除雪、草刈

高齢世帯の雪下ろし等の助け合い

共有地などの山林の管理

鳥獣害対策などの共同作業や駆除

神社やお寺等、集落の共有財産の管理

集落の行事やイベントへの参加・協力

会合や寄合、集会などへの参加・協力

冠婚葬祭における助け合い

サークル活動や文化活動への参加・協力

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q13 「よく参加」+「時々参加」している地域活動 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１４ あなたは、将来も小国町に住み続けたいですか。（○は１つ） 

 半数以上の住民は小国町に住み続けたい（「ずっと住み続けたい」＋「できれば住み続けたい」）

と考えている。 

 居住継続意向は高齢世代になるほど強く、逆に 40 代までの比較的若い世代の約 25％は「移住し

たい」又は「移住せざるをえない」、約３割は「今はわからない・何ともいえない」としている。 

 転居履歴とのクロスでみると、転居経験がない人の約３分の１は「ずっと住み続けたい」として

おり、「できれば住み続けたい」と併せると約６割が住み続けたいとしている一方、町外から移住

してきた人は２割強が「移住したい」としている。 

 町への愛着の有無と定住意向の相関は非常に強く、「とても愛着を感じる」人の６割は「ずっと住

み続けたい」としているが、「全く愛着は感じない」人の半数近くは「移住したい」としている。 

 

 

 

 

 

ずっと住み続けたい

25.3%

できれば住み続けたい

28.2%

移住したい

11.9%

移住せざるをえない

2.6% 今はわからない・

何とも言えない

23.1%

無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q14 今後の居住意向

10.6%

23.8%

39.4%

できれば住み続けたい
29.4%

30.3%

25.4%

移住したい
21.7%

11.5%

4.1%

移住せざるをえない

4.2%

2.3%

1.5%

29.6%

26.0%

14.8%

無回答

4.4%

6.2%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代
(N=1343)

50～60代
(N=1817)

70代～
(N=1520)

Q14 今後の居住意向

今はわからない・何ともいえない

ずっと住み続けたい

ずっと住み続けたい

32.1%

24.1%

17.5%

13.1%

できれば住み続けたい

27.8%

31.7%

28.4%

21.6%

移住したい

8.3%

12.0%

16.5%

22.1%

移住せざるをえない

1.3%

1.4%

2.9%

11.7%

20.6%

24.0%

28.5%

26.1%

無回答

10.0%

6.8%

6.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし

(N=1751)

町内で転居
(N=1679)

町外からU

ターン(N=624)

町外から移住

(N=444)

Q14 今後の居住意向×Q6-2 転居履歴

今はわからない・
何ともいえない

ずっと住み続けたい

57.2%

23.0%

9.6%

4.2%

できれば住み続けたい

23.7%

39.8%

19.3%

6.1%

移住したい; 2.6%

6.8%

22.0%

47.0%

2.4%

2.4%

2.7%

5.3%

7.1%

21.6%

39.3%

30.3%

無回答

6.9%

6.4%

7.1%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても愛着を感じる(N=980)

やや愛着を感じる(N=2106)

あまり愛着は感じない(N=1211)

まったく愛着は感じない

(N=264)

Q14 今後の居住意向×Q9 町への愛着 今は分からない・
何ともいえない

移住せざるをえない
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Q１４－１ Q１４で③または④と答えた方にお聞きします。移り住みたい地域を教えてください。（○は１つ） 

 「移住したい」又は「移住せざるを得ない」と回答した人に対し、希望する移住先を聞いたとこ

ろ、「置賜地域、新潟県村上市、胎内市、関川村」（21.8％）、「それ以外の山形県・新潟県」（31.4％）

が多く挙げられている。 

 40 代までの比較的若い世代では、「首都圏等の大都市圏」への移住を希望する割合が約２割と、

他の世代と比べるとやや高くなっている。 

 転居履歴とのクロスでみると、町外への転居経験がない人は、近隣市町村あるいは山形県・新潟

県と比較的町に近い地域への移住を考えているのに対して、町外から転入した人は、近隣地域へ

の移住よりも首都圏等の大都市圏への移住を望む人が多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 21.8%

山形・新潟

31.4%
9.2%

首都圏等の大都市圏

17.9%
8.2%

その他

7.1%

無回答

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

移住希望者

(N=692)

Q14-1 移り住みたい地域
その他の地方圏東北（山形以外）

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 24.5%

19.8%

山形・新潟

29.4%

32.8%

8.3%

9.6%

首都圏等の大都市圏

17.2%

18.9%

10.1%

7.0%

その他

7.4%

7.0%

無回答

3.1%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=326)

女性(N=344)

Q14-1 移り住みたい地域
東北（山形以外） その他の地方圏

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 22.3%

22.0%

19.8%

山形・新潟

30.9%

32.4%

32.6%

10.9%

6.0%

11.6%

首都圏等の大都市圏

20.1%

16.0%

14.0%

6.9%

9.6%

10.5%

その他

7.4%

7.6%

4.7%

無回答

1.4%

6.4%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=349)

50～60代

(N=250)

70代～(N=86)

Q14-1 移り住みたい地域

東北（山形以外）
その他の
地方圏

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 29.9%

23.2%

20.7%

11.3%

山形・新潟

34.1%

33.5%

26.4%

32.0%

7.2%

10.3%

8.3%

11.3%

11.4%

12.9%

27.3%

22.7%

5.4%

9.4%

3.3%

15.3%

その他

6.0%

7.1%

8.3%

6.7%

無回答

6.0%

3.6%

5.8%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし

(N=167)

町内で転居

(N=224)

町外からU

ターン(N=121)

町外から移住

(N=150)

Q14-1 移り住みたい地域×Q6-2 転居履歴 その他の
地方圏

東北
（山形以外）

首都圏等の
大都市圏
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（４）これからのまちづくりについて 

Q１５ 今後、小国町で暮らしやすくしていくためには、どのようなことに力を入れるべきとお考えですか。（○

は３つまで） 

 町で暮らしやすくしていくために力を入れるべきこととして、上位に挙げられた項目を見ると、

第１位が「地域産業の振興と雇用の場の創出」（46.4％）、第２位が「私道の除雪や屋根の雪下ろ

し等への支援の充実」（23.9％）、第３位が「出産・保育など子育て支援の充実」（23.4％）、第４

位が「都市部の若者やリタイヤ世代の移住促進」（22.5％）となっている。 

 これらは、地方版総合戦略で掲げるべき４つの基本目標に合致しており（第１位＝しごとづくり、

第２位＝安全な暮らしづくり、第３位＝結婚・出産・子育て支援、第４位＝人の流れづくり）、総

合戦略の柱となる政策と同様の認識を住民が持っている結果が示されている。 

 

 

  

22.5%

46.4%

23.4%

13.0%

10.0%

10.6%

6.0%

8.2%

4.6%

23.9%

15.8%

4.7%

13.9%

1.5%

3.4%

2.8%

5.8%

3.3%

3.7%

6.3%

2.6%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q15 暮らしやすくするために力を入れるべきこと 住民(N=4779)
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Q１５ 今後、小国町で暮らしやすくしていくためには、どのようなことに力を入れるべきとお考えですか。（○

は３つまで） 

 世代別で比較すると、「地域産業の振興と雇用の場の創出」についてはいずれの世代でも第１位に

挙げられているが、特に 50～60 代では 52.8％と高い割合となっている。 

 40 代までの比較的若い世代では「出産・保育など子育て支援の充実」が３割強と高齢世代より高

く、消防・医療体制や公共交通の充実についても若い世代の方が高い割合となっている。 

 一方、高齢世代では、「一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施」や「訪問看護等の保健・福

祉サービスの充実」を求める声がより多く聞かれている。 

 

 

21.3%

46.2%

31.3%

9.5%

15.9%

15.7%

9.0%

1.9%

3.2%

20.8%

9.1%

10.6%

9.1%

2.0%

6.6%

2.2%

4.8%

5.8%

2.5%

7.4%

3.6%

7.7%

22.5%

52.8%

22.4%

13.9%

8.0%

9.4%

5.6%

8.2%

5.8%

27.1%

16.7%

3.6%

15.0%

1.1%

2.8%

2.1%

7.0%

3.4%

4.7%

6.4%

2.7%

11.1%

23.4%

39.1%

17.2%

15.2%

7.2%

7.9%

3.8%

13.6%

4.5%

23.3%

20.5%

0.9%

17.2%

1.3%

1.1%

4.1%

5.3%

1.3%

3.6%

5.0%

1.6%

23.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q15 暮らしやすくするために力を入れるべきこと ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１５－１ Q１５で①を選択した方に伺います。都市部から小国町への移住や交流を活発にしていくために

はどのような対策が必要とお考えですか。（○は３つまで） 

 総合戦略の柱ごとに必要な対策を具体的に聞いたところ、まず「ひとの流れ（移住交流対策）」に

ついては、「都市部への町の魅力のアピール向上」が最も必要とされ、次いで「町出身者への U

ターンの積極的な働きかけ」が高い割合となった。 

 

 

 

Q１５－２ Q１５で②を選択した方に伺います。今後、小国町で雇用の場を増やしていくためにはどのような

対策が必要とお考えですか。（○は３つまで） 

 「しごとづくり（雇用対策）」に関しては、「企業誘致の推進」が 58.1％と最も必要とされたほか、

「特産品開発等を通じた地場産業の振興」も４割近くから必要な対策として挙げられている。 

 

 

42.1%

26.1%

29.0%

31.3%

28.8%

30.5%

22.7%

17.0%

5.6%

5.3%

12.3%

10.0%

4.8%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

都市部への町の魅力のアピール向上

田舎暮らし体験など、都市との交流イベントの実施

移住希望者への情報提供や相談窓口の設置などの支援体制の強化

町出身者へのUターンの積極的な働きかけ

町内や町から通える就労先の斡旋・紹介

公営住宅や空き家等の活用による移住者の住環境の確保

安心して暮らせる医療・福祉体制の確保

子育てしやすい保育・教育環境の整備

農家民泊など、交流の受け皿となる仕組みの整備・充実

体験学習や体験教育など、交流のきっかけづくり

移住希望者を対象とした短期間の「お試し居住」の仕組みづくり

新規就農希望者に対する農地の斡旋・提供などの支援

その他

無回答

Q15-1 必要な移住交流対策 移住促進に力を入れるべき(N=1077)

58.1%

22.3%

38.2%

26.6%

21.7%

21.2%

10.8%

24.7%

23.8%

11.6%

26.1%

2.2%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業誘致の推進

農林漁業の担い手や後継者の育成支援

特産品開発等を通じた地場産業の振興

観光・レク施設の充実等による観光産業の振興

未利用エネルギーの活用による新産業の創出

町外に通勤しやすい道路・交通環境の整備

地域の生活文化などを活かした観光・体験産業の充実

町内での起業や創業する人への支援の充実

農業・工業・観光業の連携による新産業の創出

町内企業の連携による競争力の向上

既存企業等に対する雇用対策支援の充実

その他

無回答

Q15-2 必要な雇用対策 産業振興に力を入れるべき(N=2216)
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Q１５－３ Q１５で③を選択した方に伺います。小国町での出産や子育ての推進にはどのような対策が必

要とお考えですか。（○は３つまで） 

 「子育て対策」についてみると、「町内で出産ができるような医療体制の整備」が 59.0％と第１位

に挙げられているほか、「急病対応など小児医療体制やサービスの充実」を求める声も半数以上～

挙げられている。 

 

 
 

Q１５－４ Q１５で④を選択した方に伺います。地区や集落で住みやすくするためにはどのような対策が必

要とお考えですか。（○は３つまで） 

 「まちづくり（集落対策）」に関しては、「除雪や屋根の雪下ろし等の協力体制の整備」が第１位

に挙げられているほか、国の総合戦略の主要プロジェクトに位置づけられている「小さな拠点」

づくりに相当する対策（買い物や福祉などの身近なサービスの拠点づくり）を望む声も高い。 

 

 

23.4%

50.7%

38.2%

18.5%

14.5%

22.7%

21.4%

36.2%

33.0%

12.1%

10.9%

33.8%

59.0%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

健診など母子保健サービスの充実

急病対応など小児医療体制やサービスの充実

子供が遊べる施設や場所の整備

乳幼児保育のサービスや施設の充実

地域全体での子育てを支援する環境づくり

相談窓口の充実など子育ての不安を軽減する環境づくり

学童保育サービスなどの子どもの居場所づくり

教育・保育の経済的な負担軽減

子育てしやすい職場環境の整備・改善

子供の見守り活動など、地域全体で子供の安全を守る活動の充実

特色ある学校教育の推進

独身者を対象とした婚活支援の充実

町内で出産ができるような医療体制の整備

無回答

Q15-3 必要な子育て対策 子育て対策に力を入れるべき(N=1112)

26.1%

21.6%

34.7%

23.1%

12.7%

46.5%

13.9%

21.6%

27.1%

6.9%

18.9%

6.5%

1.9%

15.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

近隣とのつきあいやコミュニティの育成

地区や集落を越えた協力体制の構築

買い物や福祉などの身近なサービスの拠点づくり

非常時の安否確認や連絡通信体制の整備

集落や地区の自主的な活動への支援の充実

除雪や屋根の雪下ろし等の協力体制の整備

中心部と各地区を結ぶ公共交通の充実

日用品・食事の配達サービスや高齢者の送迎サービスの充実

地区の若い世代が活躍できる場づくり

活性化方策等に係る外部の専門家等の指導依頼

集落や地区同士が協力しあう仕組みづくり

携帯電話などの情報通信技術を活用した見守りシステムの構築

その他

無回答

Q15-4 必要な集落対策 集落対策に力を入れるべき(N=620)
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Q１６ これからの地域づくりに向けては住民参加が求められていますが、これについてあなたはどうお考え

ですか。（○は１つ） 

 まちづくりへの住民参加に対する考えとして、１割強は「進んで参加したい」、３割強は「頼まれ

れば参加したい」としており、約 45％の住民は今後のまちづくりに参画意向を示している。 

 性別で比較すると、男性の方が参画意向は高く、５割以上が参加したいとしている。 

 世代別で比較すると、「進んで参加したい」と「頼まれれば参加したい」と合わせた割合は 50～

60代で最も高くなっている。また、40代までの比較的若い世代では、「進んで参加したい」が 12.2％

と比較的高い一方で、「関心がないので人に任せたい」も 18.8％と高く、関心の高い層と低い層

に分かれている。 

 転居履歴とのクロスでみると、「進んで参加したい」という割合は転居経験の有無に関わりなく、

むしろ町外から移住した人で 13.5％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 
 

11.6%
頼まれれば参加したい

33.8%
13.0%

協力したくない; 1.3%

わからない

17.3%

無回答

23.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q16 まちづくりへの参画意向
進んで参加したい

関心がないので人に任せたい

13.8%

9.5%

頼まれれば参加したい

38.3%

30.6%

12.8%

13.4%

協力したくない; 1.6%

1.0%

わからない

14.2%

20.0%

無回答

19.3%

25.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=2211)

女性(N=2382)

Q16 まちづくりへの参画意向
関心がないので
人に任せたい進んで参加したい

12.2%

12.6%

9.7%

頼まれれば参加したい

38.9%

41.0%

21.4%

18.8%

12.0%

9.5%

協力したくない; 1.9%

0.9%

1.2%

わからない

18.6%

15.5%

18.6%

無回答

9.6%

18.1%

39.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～
(N=1520)

Q16 まちづくりへの参画意向

進んで参加したい
関心がないので
人に任せたい

12.0%

10.7%

12.7%

13.5%

頼まれれば参加したい

32.8%

36.6%

36.1%

34.7%

11.5%

14.0%

13.8%

14.9%

協力したくない

0.9%

1.3%

1.9%

2.7%

わからない

16.7%

17.7%

19.6%

18.0%

無回答

26.1%

19.7%

16.0%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし

(N=1751)

町内で転居

(N=1679)

町外からU

ターン(N=624)

町外から移住

(N=444)

Q16 まちづくりへの参画意向×Q6-2 転居履歴
関心がないので
人に任せたい進んで参加したい
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Q１６－１ Q１６で①または②を選択した方に伺います。どのような活動に参加したいですか。（○はいくつ

でも） 

 今後のまちづくり活動に参加したいと回答した人に対し、参画したい活動の種類を聞いたところ、

「地区で実施する会合や集会、イベント」が最も多くから挙げられており、次いで「地域の一斉

道路清掃や花の植栽などの環境保全活動」、「高齢者や子どもの見守り」などが多くなっている。 

 男女で比較すると、「地区で実施する会合や集会、イベント」は男女とも５割前後と高いが、「地

域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全活動」や「高齢者や子どもの見守り」については女

性においてより参画意向が高くなっている。 

 男女で最も差が大きかった活動は、「町の政策への提言や地域活性化アイデアの提案」であり、男

性は２割強が参画意向を示している。 

 

 

 

  

50.7%

20.7%

39.1%

15.5%

12.4%

30.2%

12.5%

16.0%

11.0%

11.6%

0.1%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区で実施する会合や集会、イベント

消防や防犯、防災等の地域活動

地域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全

田舎暮らし体験の受け入れなど、都市との交流活動

地域の伝統文化の保全・継承

高齢者や子どもの見守り

地区の自治会等の運営

町の政策への提言や地域活性化アイディアの提案

公共施設などの維持・管理

移住者の世話や相談など、地域にとけこむための支援

その他

無回答

Q16-1 参画したい活動 まちづくりに参加したい(N=2169)

52.0%

25.0%

36.1%

18.4%

14.2%

23.2%

17.1%

23.0%

14.9%

12.6%

0.2%

4.5%

48.9%

15.8%

43.1%

12.2%

10.2%

38.9%

6.7%

8.2%

6.3%

10.7%

0.0%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区で実施する会合や集会、イベント

消防や防犯、防災等の地域活動

地域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全

田舎暮らし体験の受け入れなど、都市との交流活動

地域の伝統文化の保全・継承

高齢者や子どもの見守り

地区の自治会等の運営

町の政策への提言や地域活性化アイディアの提案

公共施設などの維持・管理

移住者の世話や相談など、地域にとけこむための支援

その他

無回答

Q16-1 参画したい活動 男性(N=1152) 女性(N=957)
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Q１６－１ Q１６で①または②を選択した方に伺います。どのような活動に参加したいですか。（○はいくつ

でも） 

 参加したい地域活動について世代別で比較すると、「地区で実施する会合や集会、イベント」につ

いてはどの世代でも高い参画意向が示されているのに対し、環境保全活動については高齢世代の

方がより参画意向が高くなっている。 

 「田舎暮らし体験の受入など、都市との交流活動」や「町の政策への提言や地域活性化アイデア

の提案」については、40 歳までの比較的若い世代が高齢世代より高い参画意向を示している。 

 

 

  

51.1%

20.2%

33.2%

18.2%

11.8%

30.7%

7.7%

16.9%

9.6%

12.2%

0.0%

3.6%

51.2%

21.3%

41.6%

14.8%

11.5%

30.8%

14.8%

15.7%

12.6%

11.6%

0.1%

5.1%

48.8%

20.3%

43.6%

13.1%

15.2%

28.8%

14.4%

15.2%

9.5%

10.8%

0.2%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区で実施する会合や集会、イベント

消防や防犯、防災等の地域活動

地域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全

田舎暮らし体験の受け入れなど、都市との交流活動

地域の伝統文化の保全・継承

高齢者や子どもの見守り

地区の自治会等の運営

町の政策への提言や地域活性化アイディアの提案

公共施設などの維持・管理

移住者の世話や相談など、地域にとけこむための支援

その他

無回答

Q16-1 参画したい活動 ～40代(N=687) 50～60代(N=974) 70代～(N=473)
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Q１７ 小国町には全国的にみても独特な山村文化があります。こうした小国町の文化のうち、あなたが後

世に残したいと思うものは何ですか。（○はいくつでも） 

 小国町の魅力を高めるためには独特の山村文化の保全・継承が重要となるが、住民の６割強は、

後世に残すべき小国町独特の山村文化として「伝統的な食文化」を挙げており、他の項目を大き

く引き離している。 

 性別で比較しても大きな違いは見られないが、世代別でみると、「伝統的な食文化」は若い世代の

方がより残すべき山村文化としての評価が高くなっている。 

 

 

 

 

  

61.2%

27.9%
32.4%

36.4%
33.1%

27.0%

2.0%

24.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q17 残すべき山村文化 住民(N=4779)

61.1%

27.5%

35.4% 38.0%
33.7%

24.7%

2.3%

20.6%

62.4%

29.0% 30.1%
35.7% 33.3%

29.8%

1.8%

27.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q17 残すべき山村文化 男性(N=2211) 女性(N=2382)

67.9%

25.4%

37.2% 35.2%
29.5% 27.7%

3.3%

13.6%

63.1%

28.5% 31.0%

39.1%
35.3%

28.8%

1.5%

22.0%

54.4%

30.0% 30.2%
34.6% 34.1%

24.7%

1.4%

36.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q17 残すべき山村文化
～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１８ 小国町独自の山村文化を後世に継承していくためにはどのような取組が必要とお考えですか。（○

はいくつでも） 

 町独自の山村文化を後世に残すために必要な取組としては、「学校教育の中で子どもたちに伝えて

いく」が約半数から挙げられており、女性の方が、また若い世代の方がその割合は高い。 

 

 

 

 

49.6%

15.9%

17.2%

11.9%

19.9%

21.6%

20.5%

20.0%

1.5%

24.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q18 山村文化を残すために必要な取組 住民(N=4779)

48.8%

16.4%

20.6%

14.7%

22.4%

21.9%

20.8%

21.9%

2.2%

20.6%

51.5%

15.6%

14.5%

9.7%

18.2%

22.0%

20.8%

18.9%

1.0%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q18 山村文化を残すために必要な取組 男性(N=2211) 女性(N=2382)

57.9%

13.7%

16.6%

10.7%

19.4%

27.9%

29.0%

18.9%

2.4%

13.6%

51.4%

16.1%

17.3%

10.3%

20.6%

23.3%

20.4%

23.6%

1.0%

22.0%

41.6%

17.8%

17.8%

15.3%

19.9%

14.3%

13.2%

17.3%

1.4%

36.3%

0% 20% 40% 60% 80%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q18 山村文化を残すために必要な取組 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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（５）まちづくりの拠点施設について 

Q１９ あなたは、おぐに開発総合センターをどのくらい利用していますか。（○は１つ） 

 現センターを年に１回以上利用している町民は約 35％で、６割近くは「ほとんど利用していない」

としている。 

 「月に数回程度」利用しているのは１割弱であり、その割合は女性の方が高い。 

 世代別でみても、利用状況にあまり大きな違いは見られない。 

 居住地区別でみると、現センターが立地する旧小国町の住民が最も利用頻度が高く、「月に数回利

用」も１割近くみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3%
年に数回利用

17.4%
5.6%

ほとんど利用していない

57.0%

無回答

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q19 現センターの利用状況
月に数回利用 年に1回は利用

6.4%

10.2%

年に数回利用

21.3%

14.0%

6.2%

5.2%

ほとんど利用していない

56.3%

58.4%

無回答

9.8%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=2211)

女性(N=2382)

Q19 現センターの利用状況

月に数回利用 年に1回は利用

9.1%

7.5%

8.3%

年に数回利用

15.1%

20.1%

16.6%

5.4%

5.7%

5.9%

ほとんど利用していない

65.7%

59.0%

48.0%

無回答

4.6%

7.6%

21.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q19 現センターの利用状況
月に数回利用

年に1回は利用

4.5%

9.6%

5.0%

4.2%

年に数回利用

16.5%

17.5%

20.5%

15.9%

6.3%

5.7%

4.7%

5.0%

ほとんど利用していない

56.8%

57.1%

52.7%

59.1%

無回答

16.0%

10.1%

17.1%

15.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧北小国村

(N=576)

旧小国町

(N=3579)

旧南小国村

(N=258)

旧津川村

(N=359)

Q19 現センターの利用状況×Q6 現在地（旧町村）

年に1回は利用月に数回利用
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Q１９－１ Q１９で①～⑥を選択した方に伺います。どのような目的で利用していますか。（○は３つまで） 

 現センターの利用目的は男女で異なり、男性は「グループでの会議や集会、勉強会等」が、女性

は「図書の閲覧や調べもの」が多くなっている。 

 世代別でみると、40 代までの比較的若い世代は「図書の閲覧や調べもの」での利用が多く、50

代以上になると「講演会や発表会に参加」が多くみられる。 

 

 

 

 

33.3%

19.0%

28.9%

11.9%

25.9%

22.8%

6.7%

2.3%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

教育委員会での手続きや相談等

その他

無回答

Q19-1 現センターの利用目的 利用している(N=1500)

43.7%

13.7%

30.4%

9.6%

18.5%

21.9%

6.9%

3.6%

7.7%

22.6%

25.0%

27.2%

14.4%

34.0%

23.5%

6.6%

1.1%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

教育委員会での手続きや相談等

その他

無回答

Q19-1 現センターの利用目的 男性(N=750) 女性(N=699)

33.4%

14.6%

17.3%

5.3%

49.7%

20.1%

9.3%

3.0%

2.0%

37.5%

20.0%

34.5%

13.2%

20.6%

22.9%

7.8%

2.5%

3.5%

28.2%

20.9%

31.2%

15.8%

12.6%

25.0%

3.0%

1.7%

16.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

教育委員会での手続きや相談等

その他

無回答

Q19-1 現センターの利用目的 ～40代(N=398) 50～60代(N=606) 70代～(N=468)
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Q２０ これからのまちづくりの拠点施設として、おぐに開発総合センターを建替えるとした場合、どのような

機能が必要とお考えですか。（○はいくつでも） 

 現センターに代わるまちづくりの拠点施設（次期センター）にどのような機能が求められている

かをみると、最も必要とされている機能は「温泉等の保養スペース」（37.6％）であった。 

 これに次いで、「コンサートや発表会等の集会ホール」や「図書館（室）」、「様々なサークル活動

や趣味が楽しめる場」など３割超から必要な機能として挙げられている。 

 上位に挙げられた機能のうち、現センターにない機能として、「喫茶や飲食、サロンスペース」

（26.1％）が第５位に挙げられている。 

 

 
 

  

32.0%

33.7%

32.6%

7.5%

18.7%

17.8%

9.1%

9.9%

26.1%

15.7%

9.3%

6.6%

9.9%

4.4%

7.4%

7.9%

37.6%

22.5%

4.5%

23.4%

0% 10% 20% 30% 40%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20 次期センターに必要な機能
住民(N=4779)
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Q２０ これからのまちづくりの拠点施設として、おぐに開発総合センターを建替えるとした場合、どのような

機能が必要とお考えですか。（○はいくつでも） 

 次期センターに望む機能について、性別で比較すると、「温泉などの保養ができるスペース」や「図

書館（室）」、「様々なサークル活動や趣味の会が楽しめる場」、「高齢者の健康づくり活動ができる

スペース」、「喫茶や飲食、サロンスペース」、「親子で遊べるコーナー・交流スペース」など、保

養や交流のための機能については、男性より女性から多く求められていることが分かる。 

 一方、男性の方が女性より高い割合となっているものとしては、「小国町の歴史や文化を学べるス

ペース」や「外部に小国の魅力を発信する情報コーナー」、「行政相談や手続き等ができる窓口」、

「町内の団体や NPO 等が活動できる事務スペース」などが挙げられる。 

 

 

  

29.9%

34.5%

29.2%

7.0%

16.9%

20.9%

10.5%

10.0%

24.3%

19.0%

8.4%

7.1%

11.6%

5.5%

6.9%

9.7%

35.2%

19.8%

5.9%

21.3%

34.8%

34.0%

36.9%

8.1%

20.7%

15.3%

7.9%

10.0%

28.6%

12.8%

10.5%

6.4%

8.3%

3.6%

7.9%

6.5%

40.6%

25.4%

3.5%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20 次期センターに必要な機能 男性(N=2211) 女性(N=2382)
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Q２０ これからのまちづくりの拠点施設として、おぐに開発総合センターを建替えるとした場合、どのような

機能が必要とお考えですか。（○はいくつでも） 

 次期センターに望む機能について、世代別でみると、「図書館（室）」は 40 代までの比較的若い世

代の約半数が必要としているほか、「温泉などの保養ができるスペース」や「喫茶や飲食、サロン

スペース」、「親子で遊べるコーナー・交流スペース」なども 40 代までの比較的若い世代でより望

まれている。 

 一方、高齢世代では「高齢者の健康づくり活動ができるスペース」を求める声が比較的多い。 

 

 
 

 

38.4%

38.7%

49.7%

5.7%

32.8%

14.1%

8.2%

9.1%

36.4%

12.7%

12.7%

9.5%

10.5%

7.2%

9.8%

9.9%

42.6%

16.8%

6.4%

10.9%

34.2%

40.2%

32.1%

8.5%

16.3%

19.5%

9.9%

10.7%

29.0%

17.3%

9.7%

7.0%

10.1%

4.1%

6.6%

8.6%

40.4%

22.8%

5.3%

18.9%

24.1%

22.4%

18.9%

7.8%

9.1%

19.1%

8.9%

9.5%

14.5%

16.6%

6.0%

3.8%

8.8%

2.3%

6.3%

5.5%

30.7%

27.4%

2.2%

38.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20 次期センターに必要な機能 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q２０－１ Q２０で選択した機能の中で、特に利用したいと思うものはどれですか。（３つまで） 

 次期センターに求める機能のうち特に利用したいものについては無回答が多かったが、回答され

た中では、「温泉等の保養ができるスペース」が２割強と最も高い割合となった。 

 

 

  

14.4%

17.2%

17.8%

2.5%

6.7%

5.2%

2.3%

3.1%

13.5%

3.7%

3.1%

0.8%

3.1%

0.9%

2.8%

1.7%

21.0%

7.2%

0.5%

49.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20-1 特に利用したい機能 住民(N=4779)


